
神
六阿

・
北
条
泰
時

・
時
頼
邸
跡

所
在
地
　
　
　
神
奈
川
県
鎌
倉
市
雪
ノ
下

調
査
期
間
　
　
一
九
八
四
年
（昭
５９
Ｙ

一月
ｉ
三
月

発
掘
機
関
　
　
北
条
泰
時

・
時
頼
邸
跡
発
掘
調
査
団

調
査
担
当
者
　
馬
渕
和
雄

遺
跡
の
種
類
　
中
世
都
市

遺
跡
の
年
代
　
一
〓
一世
紀
前
半
ｉ
近
世

遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

北
条
泰
時

。
時
頼
邸
跡
は
、
鎌
倉
市
衝
地
を
南
北
に
綻
断
す
る
若
官
大
路
の

北
端
、
鶴
岡
八
幡
官
の
前
面
（南
面
）
東
側
に
位
置
す
る
一
辺
約
二
〇
〇
ｍ
の
方

形
の
地
域
で
あ
る
。　
一
九
八
四

年
に
当
地
域
の
若
官
大
路
沿
い

の
一
角
に
お
い
て
店
舗
併
用
住

宅
建
設
が
計
画
さ
れ
た
た
め
、

神
奈
川
県
及
び
鎌
倉
市
が
、
吉

田
章

一
郎
氏
を
団
長
と
す
る
発

察

掘
調
査
団
に
発
掘
調
査
を
委
託

は

し
た
。
調
査
で
は
若
官
大
路
側

溝
と
思
わ
れ
る
大
溝
を
二
条
検

出
し
、
三
点
の
木
簡
は
こ
の
う
ち
の
東
側
濤
下
層
か
ら
出
上
し
た
。
東
側
溝
下

層
の
年
代
は
、
他
の
出
土
遺
物
か
ら
み
て
お
お
む
ね

一
三
世
紀
に
比
定
で
き
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

ω

　

「
一
丈
伊
北
太
郎
跡
」
　
　
　

　
　
　

　
　
　

］卜聟
∞露
Ｎ
露

②

　

「
一
丈
南
く
に
の
井
の
四
郎
入
道
跡
　
　
　
　
（］∞頓∀
∞夕
ｏ
ｏ‘

①

　

「口
日
日
日
日
国
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（霞
∀
やマ
μあ

９
Φ

ω
と
②
は
溝
底
に
貼
り
付
い
た
状
態
で
出
上
し
、
「
伊
北
太
郎
」
「
く
に
の
井

の
四
郎
入
道
」
は
人
名
、

「跡
」
は
そ
の
子
孫
の
意
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

９
　
関
係
文
献

馬
測
和
雄

「中
世
鎌
倉
若
官
大
路
側
溝
出
上
の
木
簡
」
３
日
本
歴
史
』
四
三
九

号
　
一
九
八
四
年
）

北
条
泰
時

。
時
頼
邸
跡
発
掘
調
査
団

『北
条
泰
時

。
時
頼
邸
跡
―
雪
ノ
下

一

丁
目
三
七

一
十

一
番
地
点
』

（鎌
倉
市
教
育
委
員
会
　
一
九
八

五
年
）
石
井
進

「
鎌
倉
か
ら
出
土

し
た
最
初
の
木
簡
」
（『
日
本

歴
史
』
四
四
九
号
　
一
九
八
五

年
）
　
　
　
　
　
（馬
測
和
雄
）
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